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そこで，1878 年にブットとは別れて，翌 79 年にアイルランド土地連盟の代
表になり，1881 年，首相のグラッドストンに土地法の改正を迫った。1881
年 10 月，パーネルとその他 2 名の国会議員は逮捕され，キルメイナム刑務
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所に送られたが，キルメイナムの取り決め（Treaty of Kilmainham）に従って，


























































































これは主に国防関係に使われた。1886 年に，帝国税は，総帝国支出の 15 分
の 1 に固定することが提案され，しばらくそれで運用された。しかし，それ





た。第 2 の選択肢（“in and out” 選択）も少し考慮したが，多くの反対があった。
自由党は 1892 年に再び政権を獲得した。グラッドストンは，1893 年に第 2
のホームルール法案を提出した。そこでは，第 3 の選択肢が採られた。それ













第 3 のホームルール法案は，1912 年に議会を通過した。しかし，エドワー



















1920 年 3 月にこの法案の受け入れを決めた。しかし，Dail はこの提案を拒
絶した。なぜならば，Dail は，全アイルランドの独立と共和制を要求してい
たからである。それ以後，IRA と英国軍の間で戦闘が繰り広げられることに
なった。その戦いの真っ最中の 1921 年 5 月，権限移譲（分権化）された議
会の最初の選挙が行われた。南部では，シンフェイン党が 128 議席中 124 議
席を獲得した。北部では，ユニオニストが 40 議席を獲得したが，12 議席は，
ナショナリストとシンフェイン党の混合によって取られた。そして，Eamon 
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7 月，停戦が呼び掛けられ，ロイド・ジョージと de Valera は話し合いに入っ
た。しかし，それはすぐに決裂したが，10 月，アイルランド会議（Conncil 
of Ireland）が再召集された。この話し合いの結果，英愛条約が作られ，12
月 6 日，署名された。その要点は，次の 2 点である。
①　南アイルランドの 26 のカウンティは，アイルランド自由国を作る。そ
れは，大英帝国に所属するが，完全に独立的な地位を有する。
②　アルスターの 9 つのカウンティのうち 6 つは，アイルランド自由国とは
別れて，北アイルランドの権限移譲された政府を作る。そして，引き続き，
ウェストミンスター国会に議員を送る。
1922 年 1 月 7 日，Dail は，投票の結果，賛成 64 対反対 57 で，しぶしぶ
この分割案を受け入れた。条約は，1922 年 2 月 17 日，ロンドンで署名され，






ウンティごとに異なった。Autrim，Armagh，Down，Londonderry の 4 つの
カウンティでは，プロテスタントは明らかに多数派だったが，Fermangh と
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な権限を与えた。また，北アイルランドにおける地方自治体議会の投票は，
1920 年に制定された法律に基づき，比例代表の STV 方式だった。これは，
交差コミュニティ代表を保障するためである。しかし，1921 年の自治体議























ンドのユニオニストの分裂が始まった。1969 年 4 月，オニールは辞職に追









の介入を決めた。1972 年 1 月 30 日（血の日曜日），デリーで公民権の拡大
を求めるデモ隊に落下傘兵士が火を放ち，13 人が死亡した。危機管理に関
する責任が，ロンドンとストーモントで分かれていることが問題になり，エ













でも反対が強く，1974 年 2 月の庶民院議員選挙では，北アイルランド選出








































が，1998 年のグッド・フライデーの合意である。この合意では，次の 3 点
の合意に達した。①北アイルランドに 108 名の議員から成る北アイルランド







1998 年 4 月 10 日のグッド・フライデー合意に基づいて，同年 5 月 22 日，
合意に関する住民投票が，北アイルランドとアイルランド共和国で同時に実





上記のように，北アイルランド議会の第 1 回目の選挙は，1998 年 6 月に
行われた。ウェストミンスターの 18 の選挙区に基づいて，各 6 名ずつの
計 108 名の議員が選ばれた。この選挙では，社会民主・労働党（SDLP）が
第一党になった。ちなみに，第 2 回目の選挙は，2003 年 11 月 25 日に実施
された。この時は，シンフェイン党が SDLP を破った。投票率も 1998 年の
70％に対して，2003 年には 56％に落ちた。これは，北アイルランド政治に























1998 年 12 月 18 日，北アイルランドの首席大臣のトリンブル（Trimbe）
と副首席大臣のマローン（Mallon）は，執行部の構造などについて合意した。
その中には，南北の協議機関の設置やその協力すべき 6 つの分野（a. アイル
ランド内の水道，b. 食の安全，c. 商取引・事業の発展，d. 特別の EU 政策，
e. 言語，f. 農業）なども含まれていた。しかし，マローンは，その後，UUP
の立場を貫いて，副首席大臣を辞任した。一方，トリンブルは，“devolution”
を進めることで合意していたが，2000 年 1 月末までに，十分な武装解除が
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行われない場合は，トリンブル自身が首席大臣を辞任することを表明した。
この約束を UUC（Ulster Unionist Council）は了承した。UUC の合意によって，
1 年半の間，一時停止状態にあった “devolution” をウェストミンスターが進
めることが可能になった。11 月 30 日のウェストミンスター（庶民院）にお
ける投票では，賛成 318 対反対 10 で，“devolution” が承認された（正式の




副首席大臣の他に 10 名のメンバーが選ばれたが，UUP と SDLP から各 3 名，









を拒絶した。2 名の DUP 大臣は，シンフェイン党が出席する内閣の会合に
は出席しなかった。準軍事的組織の武装解除はなかなか進みそうになかった。
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した。北アイルランド議会は，1999 年 2 月 12 日午前零時に機能を停止した。
その約 1 年 3 か月後，2000 年 5 月 29 日，“devolution” が再開された。しかし，
DUP は，相変わらず，シンフェイン党と権力を共有することへの反対を続
けた。6 月 26 日，軍事査察が行われ，査察チームはその結果に満足していた。

















問題の争点としては，次の 3 点が挙げられた。① IRA の武装解除と北アイ
ルランド内での英国軍の非軍事化，②北アイルランド警察の改革，③公共の


















・同年 8 月 10 日午前零時，北アイルランド相のジョン・レイド（John Reid）は，
北アイルランド議会の機能を停止し，直接統治に戻す（しかし，その 24
時間後，さらに交渉を継続するため，再び議会の機能が戻る）。
・2002 年 10 月 14 日，レイドは，再び議会を停止し，直接統治へ。
・2003 年 5 月 1 日，ブレアは，IRA が武装解除するまでは，北アイルラン
ド議会の選挙を実施しないことを宣言。




その後の動きを見る上で重要なのは，2006 年 10 月 13 日のセント・ア
ンドリュースの合意（the St Andrews Agreement）である。これによって，
2007 年 3 月 26 日までに，“devolution” を復活させることを英国政府とアイ
ルランド政府が合意した。セント・アンドリュースの合意は，英国の国内法
としては，2006 年北アイルランド法という形式を採り，2007 年の “devolution”
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の復活までの間の移行期の議会（Transitional Assembly）の権能などについ
て規定した。1998 年と 2003 年に続いて第 3 回目となる北アイルランド議会
議員選挙は，2007 年 3 月 7 日に行われた。その結果は，DUP が 36 議席を獲
得して第一党になり，シンフェイン党が 28 議席を獲得して第二党となった。
セント・アンドリュースの合意が定める 3 月 26 日という “devolution” の期
限は過ぎたが，DUP 党首のイアン・ペイズリーとシンフェイン党代表のゲ
リー・アダムズが歴史的な会談を行い，“devolution” の復活を 5 月 8 日まで
延期することに合意した11）。この合意に基づいて，5 月 8 日から “devolution”
が復活した。執行委員会（Executive Committee）は，選挙結果に基づいて，







































1）　1873 年からは，Home Rule Association に改称。Deacon, Russell, Devolution in 






ドでもそれは人気を博し，アイルランドの有権者数は 5 倍になった。Bogdanor, 
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7）　1969 年の選挙において，オニールのユニオニストも 33 議席を獲得したが，11
議席が反オニール候補に流れ，ユニオニストの分裂が決定的になった。Ibid., p. 
106
8）　1920 年法の第 5 条では，宗教的不寛容や差別を禁止していた。Ibid., p. 97











Tonge, Jonathan, The New Northern Irish Politics?, Palgrave, 2005, p. 203
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11）　ストーモントの議事堂での会談における両党首の姿は，平和プロセスにおける
一里塚として世界中に放送された。McEvoy, Joanne, The Politics of Northern 
Ireland, Edinburgh University Press, 2008, p. 173
12）　北アイルランド議会ウェブページ，http://www.niassembly.gov.uk/io/summary/
new_summary.htm（アクセス日：2009 年 10 月 3 日）
